













































したがって本論文は、次のように 4部 7章から構成されている。 
  序 章 
第Ⅰ部 東アジアにおける経済統合と国際的な人の移動 
第 1章 経済統合と地域労働市場需給ミスマッチ：理論的アプローチを中心に 
 
第Ⅱ部 新興国の台頭と東アジア域内における国際的な人の移動 





第 4章 地域労働市場の需給ミスマッチとアグロメレーションに関する経済学的考察 
第 5章 地域労働市場の需給ミスマッチと外国人労働者の動向-日系人、新日系人及び技 
    能実習生をめぐって- 
  第 6章 外国人子弟の世代効果の考察と社会統合政策の改革 
 
第Ⅳ部 制度・政策提言  
第 7章  東アジアの経済統合における国際的な人の移動の役割 
































不均衡モデル（Layard and Nikkel Model）を基礎に、地域労働市場の需給ミスマッチとア
グロメレーション（第４章）、日系人労働者、新日系人、技能実習生の就労分野と移動性（第
５章）、在留する外国人の子弟（二世・三世など）の教育と人材開発及び社会統合政策の課
題（第６章）について論じた。 
 具体的には、第４章では、労働市場不均衡モデルから誘導された賃金関数を用い、賃金
に対して、失業率や欠員率のほか、資本の流入や外国人労働力の流入などが影響を与える
仮説を提示し、地域データを用いて検証を行った。 
 第５章では、世界経済危機からの回復過程で、日系ブラジル人の減少が続くなか、新日
系人（父母又は祖父母を日本人に持つフィリピン人とその配偶者）労働者や技能実習生が
増加する傾向を明らかにした。そして、日系人労働者と新日系人労働者が、製造業と非製
造業にすみ分けるなか、ローテーション方式で受け入れられた技能実習生と、労働移動の
自由な日系人労働者が補完的に寄与し得るとの仮説を立証した。 
 第６章では、日本の在留外国人のうち半分以上が永住者である状況下で、第一世代と第
二世代の外国人の経済的及び社会的地位の変化（世代効果）は、永住の意思、家族構成、
言語能力などにより影響を受けるとの仮説を提示した。そして、外国人集住都市のマイク
ロデータを使用して計量分析を行い、在留外国人の統合政策の改革について提言を行った。 
 第７章では本研究の成果を踏まえ、アジアの持続可能な発展に向けた、地域共有財産と
してのアジア人材の育成、域内の労働需給ミスマッチの緩和、そして出入国管理政策と社
会統合政策を両輪とする外国人政策について提言を行った。 
 
